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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月22日(2013.10.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特にサウンディング参照信号（Sounding Reference Signal
、SRSと略称する）のシグナリングコンフィグレーションシステム及び方法に関する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　LTEシステムにおいて、物理ダウンリンク制御チャネル（Physical Downlink Control C
hannel、PDCCHと略称する）はアップリンクとダウンリンクスケジューリング情報、及び
アップリンクパワー制御情報をベアリングすることに用いられる。基地局（e-Node-B、eN
Bと略称する）はダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末（User Equipment、UEと
略称する）をコンフィグレーションでき、或はユーザー端末が高層（higher layers）の
コンフィグレーションを受け、高層シグナリングによるUEコンフィグレーションとも呼ば
れる。ダウンリンク制御情報（Downlink Control Information、DCIと略称する）のフォ
ーマット（format）はDCI format 0、1、1A、1B、1C、1D、2、 2A、3及び3A等を含む。そ
のうち、DCI format 0はPUSCHのスケジューリングを指示することに用いられ、DCI forma
t 1、1A、1B、1C及び1Dは単一伝送ブロックの物理ダウンリンク共有チャンネル（Physica
l Downlink Shared Channel、PDSCHと略称する）の異なる伝送モードに用いられ、DCI fo
rmat 2と2AはダウンリンクPDSCH空間分割多重の異なる伝送モードに用いられ、DCI forma
t 3と3AはPUCCHとPUSCHのパワー制御指令の伝送に用いられる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
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【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　設計上の簡略化のため、それに可能な応用場合を考慮し、エクステンドキャリアはPDCC
Hがないようにコンフィグレーションされる可能性が非常高い。そうすると、エクステン
ドキャリアのシステム情報が対応するDCIは他のコンポーネントキャリアにおいて伝送さ
れる必要がある。なお、LTE-Aは常駐キャリアの概念を更に導入し、つまりUEが初期にア
クセスしたキャリアであり、アクセスが成功した後、ベアリングバランスを保証するよう
に高層シグナリングによって、UEに改めて常駐キャリアをコンフィグレーションできる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　従来のLTE-Aの研究には、アップリンク通信において、非プリコーティング（つまりア
ンテナ専有）のSRSを使用すべき、PUSCHのDMRSをプリコーティングすることが提出された
。基地局は非プリコーティングのSRSを受信することで、アップリンクの初期CSIを推定で
き、プリコーティングしたDMRSは基地局にアップリンク初期CSIを推定させることができ
なくなる。このとき、UEは複数のアンテナで非プリコーティングのSRSを送信すると、各
々のUEが需要するSRSリソースは全部増加し、システム内で同時に多重化するUE数量が低
下してしまう。また、LTEの既存した周期（periodic）にSRSを送信することを保留する以
外に、SRSリソースの利用率を改善し、リソーススケジューリングの柔軟性を高めるため
に、ダウンリンク制御情報又は高層シグナリングによって、UEが非周期（aperiodic）にS
RSを送信することをコンフィグレーションすることができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　従って、LTE-Aシステムにおいて、周期SRSと非周期SRSとがあり、より効率的にタイム
リーに非周期的にSRSを送信するとともに、シグナリングのオーバーヘッドの節約、UEの
ブラインド検出の複雑程度の減少を実現するように、どのように合理的にダウンリンク制
御情報又は高層シグナリングがSRSリソースをコンフィグレーションすることを設計する
かは未解決の課題である。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　前記技術問題を解決するために、本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコン
フィグレーションシステム及び方法を提供しており、UEが非周期的にSRSを送信すること
を実現できない従来技術の問題を解決することができる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィグレーション方法を提供し、
基地局がユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するように通知し、且
つユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号（SRS）を送信するコンフィグレー
ション情報を送り出すことを含む。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
ユーザー端末に、非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレーション情
報を送り出すステップは、
前記基地局は物理ダウンリンク共有チャンネル（PDSCH）によって1つ又は複数のユーザー
端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレーション情報を送り出
すことを含む。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　前記PDSCHのスケジューリング情報はダウンリンク制御情報フォーマット（format） 1A
又はformat 1Cにベアリングされ、且つサウンディング参照信号-無線ネットワーク臨時識
別子値（SRS-RNTI）を用い、ダウンリンク制御情報フォーマット（format）の巡回冗長検
査（CRC）をスクランブリングし、
　そのうち、制御情報formatはformat 1A又はformat 1Cであり、
　前記SRS-RNTIは共有する無線ネットワーク臨時識別子値（RNTI）又はユーザーに専有す
るRNTIである。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　ユーザーに専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスク
ランブリングする時、前記PDSCHのデーターブロックはこのユーザーに専有するRNTIが対
応するユーザー端末のデーターパッケージを含み、前記データーパッケージは少なくとも
前記ユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレーション
情報を含み、
　共有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスクランブリン
グする時、前記PDSCHのデーターブロックは1つ又は複数のユーザー端末のデーターパッケ
ージを含み、各々のユーザー端末のデーターパッケージは少なくともこのユーザー端末の
非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレーション情報とこのユーザー
端末に専有するRNTI情報を含む。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　前記方法は
　共有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスクランブリン
グする時、ユーザー端末は対応する探索空間において共有するRNTIを用いてスクランブリ
ングするダウンリンク制御情報フォーマットをブラインド検出し、ダウンリンク制御情報
フォーマットを検出すると、そのベアリングしたスケジューリング情報によって、相応す
る位置でPDSCHを獲得し、前記PDSCHがベアリングした伝送ブロックにはこのユーザー端末
に専有するRNTIを含むと、非周期的にサウンディング参照信号を送信する必要があると判
断し、相応なコンフィグレーション情報によって、非周期的に送信し、前記PDSCHがベア
リングした伝送ブロックにはこのユーザー端末に専有するRNTIを含まないと、引き続き次
のサブフレームのデーターをブラインド検出し、
　ユーザーに専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスク
ランブリングする時、ユーザー端末は対応する探索空間において、ユーザーに専有するRN
TIを用いてスクランブリングするダウンリンク制御情報フォーマットをブラインド検出し
、ユーザー端末は対応する探索空間において、ユーザーに専有するRNTIを用いてスクラン
ブリングするダウンリンク制御情報フォーマットをブラインド検出すると、非周期的にサ
ウンディング参照信号を送信する必要があると判断し、相応なコンフィグレーション情報
によって、非周期的に送信し、ユーザー端末は対応する探索空間において、ユーザーに専
有するRNTIを用いてスクランブリングするダウンリンク制御情報フォーマットをブライン
ド検出していないと、引き続き次のサブフレームのデーターをブラインド検出することを
更に含まれる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　前記PDSCHがキャリアする非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレ
ーション情報は、循環シフト情報、周波数領域位置、アップリンクコンポーネントキャリ
アインデックス、帯域幅、周波数コムの位置、サウンディング参照信号を送信するモード
指示及び送信回数の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　前記コンフィグレーション情報にはアップリンクコンポーネントキャリアインデックス
を含まない時、前記ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するアップ
リンクコンポーネントキャリアは、コンフィグレーション情報をベアリングするPDSCHが
所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンクコンポーネントキ
ャリア、或は高層シグナリングや他のダウンリンク制御情報フォーマットが指示するアッ
プリンクコンポーネントキャリアであり、
　前記コンフィグレーション情報には複数のアップリンクコンポーネントキャリアインデ
ックスを含む時、前記ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するアッ
プリンクコンポーネントキャリアは、コンフィグレーション情報をベアリングするPDSCH
が所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンクコンポーネント
キャリア、或は複数のアップリンクコンポーネントキャリアインデックスの対応する複数



(10) JP 2013-510475 A5 2013.12.19

のアップリンクコンポーネントキャリアであり、つまり複数のアップリンクコンポーネン
トキャリアにおいて、非周期的にサウンディング参照信号を送信する。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　ユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィグレーション情
報を送り出すステップは、
　前記基地局は、ダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末の非周期的にサウンディ
ング参照信号を送信する指示情報をキャリアし、及び高層シグナリングによって、ユーザ
ー端末にN個の非周期的にサウンディング参照信号を送信するためのリソース又は方式を
コンフィグレーションし、そのうち、Nは1～20中の整数であることを含む。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　前記N個のリソース又は方式中の各々のリソース又は方式、
　循環シフト情報、周波数領域位置、ユーザーに専有する帯域幅、周波数コムの位置、SR
S帯域幅コンフィグレーション情報、SRS送信サブフレーム、周期コンフィグレーション情
報及びサウンディング参照信号を送信するモード指示中の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がユーザーに専有するダウ
ンリンク制御情報フォーマット（DCI Format）フィールドにベアリングされ、或は非周期
サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用されるDCI Formatフィールドに
ベアリングされる。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　前記方法は、
　1つのサブフレーム中のユーザーに専有するDCI Format及び非周期サウンディング参照
信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatの中には同一ユーザー端末の非周期
的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングされる時、前記ユーザー端
末は前記ユーザーに専有するDCI Formatにベアリングされた非周期的にサウンディング参
照信号を送信する指示情報を解析することを含む。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３７】
　前記ユーザーに専有するDCI Formatはユーザーに専有するアップリンクスケジューリン
グに用いられるDCI Format及びユーザーに専有するダウンリンク割り当てに用いられるDC
I Formatを含み、
　1つのサブフレームにおけるユーザーに専有するアップリンクスケジューリングに用い
られるDCI Formatとユーザーに専有するダウンリンク割り当てに用いられるDCI Formatの
中には同一ユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベア
リングされる時、前記ユーザー端末はその中の何れかのベアリングされた前記ユーザー端
末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報を解析する。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　1つのサブフレームにおけるユーザーに専有するDCI Format及び非周期サウンディング
参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatの中には同一ユーザー端末の非
周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングされる時、前記ユーザ
ーに専有するDCI Format中にベアリングされた指示情報と非周期サウンディング参照信号
情報をベアリングすることに専用するDCI Format中にベアリングされた指示情報は同じ数
値をコンフィギュレーションする。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　前記非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatは
共有するRNTIや専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットの巡回冗長
検査CRCをスクランブリングする。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がユーザーに専有するDCI 
Formatフィールド中にベアリングされる時、このユーザーに専有するRNTIを用いてDCI Fo
rmatの巡回冗長検査CRCをスクランブリングし、
　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報が非周期サウンディング参
照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatフィールド中にベアリングされる
時、このDCI Formatには複数のユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信
する指示情報を含むと、共有するRNTIを用いてDCI Formatの巡回冗長検査CRCをスクラン
ブリングし、このDCI Formatには1つだけのユーザー端末の非周期的にサウンディング参
照信号を送信する指示情報を含むと、共有するRNTI或専有するRNTIを用いてDCI Formatの
巡回冗長検査CRCをスクランブリングする。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatを用い
、複数のユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報をベアリ
ングする時、前記複数の端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報の
配列順番又は開始位置は高層シグナリングによってコンフィギュレーションされ、且つ各
ユーザー端末に送り出される。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　前記アップリンクコンポーネントキャリアは前記指示情報をベアリングするDCI format
がスケジューリングするPDSCHが所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応す
るアップリンクコンポーネントキャリア、或は前記指示情報をベアリングするDCI format
がスケジューリングするPUSCHの所在するアップリンクコンポーネントキャリア、或は前
記指示情報をベアリングするダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリン
クコンポーネントキャリアである。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　ユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション
情報を送り出すステップは、
　基地局がダウンリンク制御情報を送り出す時、ユーザー端末が非周期的にサウンディン
グ参照信号を送信するかどうか及び非周期的にサウンディング参照信号を送信するモード
を指示し、且つ高層シグナリングによって非周期的にサウンディング参照信号を送信する
ことに必要な他のパラメーターをコンフィギュレーションし且つ送り出す。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーションに用いられる
基地局を提供し、
　ユーザー端末に非周期サウンディング参照信号を送信するように通知し、及びユーザー
端末に前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を送り出し、
対応するアップリンクコンポーネントキャリアにおいて前記ユーザー端末に非周期的に参
照信号をサウンディングさせるように設置される。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
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　前記基地局は、
　物理ダウンリンク共有チャンネル（PDSCH）によって、1つ又は複数のユーザー端末に非
周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を送り出すよう
にユーザー端末に前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を
送り出すように設置される。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　前記基地局は、ダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末の非周期的にサウンディ
ング参照信号を送信する指示情報をキャリアし、及び高層シグナリングによって、ユーザ
ー端末に、N個の非周期的にサウンディング参照信号を送信するためのリソース又は方式
をコンフィギュレーションするようにユーザー端末に前記サウンディング参照信号のコン
フィギュレーション情報を送り出すように設置され、或は
前記基地局は、ダウンリンク制御情報を送り出す時、ユーザー端末が非周期的にサウンデ
ィング参照信号を送信するかどうか及び非周期的にサウンディング参照信号を送信するモ
ードを指示し、且つ高層シグナリングによって、非周期的にサウンディング参照信号を送
信することに必要な他のパラメーターをコンフィギュレーションするようにユーザー端末
に前記サウンディング参照信号のコンフィギュレーション情報を送り出すように設置され
る。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーションに用いられる
ユーザー端末を提供し、
　基地局が送信した非周期的にサウンディング参照信号を送信する通知を受信し、
基地局からユーザー端末に送り出す非周期サウンディング参照信号を送信するコンフィギ
ュレーション情報を受信し、及び
　対応するアップリンクコンポーネントキャリアにおいて非周期的に参照信号をサウンデ
ィングするように設置される。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーションシステムを提
供し、基地局及びユーザー端末を含み、
　基地局はユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するように通知し、
及びユーザー端末に前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報
を送り出すように設置され、
　ユーザー端末は対応するアップリンクコンポーネントキャリアにおいて非周期的に参照
信号をサウンディングするように設置される。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書



(14) JP 2013-510475 A5 2013.12.19

【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　基地局は以下の何れかによって、ユーザー端末にサウンディング参照信号を送信するコ
ンフィギュレーション情報を送り出すことができるが、それに限らない：
（A）基地局はPDSCHによって、1つ又は複数のユーザー端末に非周期的にサウンディング
参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を送り出す。
【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　PDSCHのスケジューリング情報はダウンリンク制御情報フォーマットformat 1A又はform
at 1Cによりベアリングされ、且つ参考信号-無線ネットワーク臨時識別子値（SRS-RNTI）
を用い、ダウンリンク制御情報フォーマットformat 1A又はformat 1Cの巡回冗長検査（CR
C）をスクランブリングし、
そのうち、SRS-RNTIは表1に予めに保留しておいたRNTIを用いられ、ダウンリンク制御情
報フォーマット（format）の巡回冗長検査（CRC）をスクランブリングすることに用いら
れる。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　ユーザーに専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスク
ランブリングする時、前記PDSCHのデーターブロックはこのユーザーに専有するRNTIが対
応するユーザー端末のデーターパッケージを含み、前記データーパッケージは少なくとも
前記ユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーショ
ン情報を含み、
　共有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスクランブリン
グする時、前記PDSCHのデーターブロックは1つ又は複数のユーザー端末のデーターパッケ
ージを含み、各々のユーザー端末のデーターパッケージは少なくともこのユーザー端末の
非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報とこのユーザ
ー端末に専有するRNTI情報を含む。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　共有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスクランブリン
グする時、ユーザー端末は対応する探索空間において共有するRNTIを用いてスクランブリ
ングするダウンリンク制御情報フォーマットをブラインド検出し、ダウンリンク制御情報
フォーマットを検出すると、そのベアリングしたスケジューリング情報によって、相応す
る位置でPDSCHを獲得し、前記PDSCHがベアリングした伝送ブロックにはこのユーザー端末
に専有するRNTIを含むと、非周期的にサウンディング参照信号を送信する必要があると判
断し、相応なコンフィギュレーション情報によって、非周期的に送信し、でないと、引き
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続き次のサブフレームのデーターをブラインド検出し、
　ユーザーに専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットのCRCをスク
ランブリングする時、ユーザー端末は対応する探索空間において、ユーザーに専有するRN
TIを用いてスクランブリングするダウンリンク制御情報フォーマットをブラインド検出す
ると、非周期的にサウンディング参照信号を送信する必要があると判断し、相応なコンフ
ィギュレーション情報によって、非周期的に送信し、でないと、引き続き次のサブフレー
ムのデーターをブラインド検出する。
【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　前記PDSCHがキャリアする非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュ
レーション情報は循環シフト情報、周波数領域位置、アップリンクコンポーネントキャリ
アインデックス、帯域幅、周波数コムの位置、サウンディング参照信号を送信するモード
指示及び送信回数の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正３７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　前記コンフィギュレーション情報にはアップリンクコンポーネントキャリア索を含まな
い時、前記ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するアップリンクコ
ンポーネントキャリアは、コンフィギュレーション情報をベアリングするPDSCHが所在す
るダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンクコンポーネントキャリア
、或は高層シグナリングや他のダウンリンク制御情報フォーマットが指示するアップリン
クコンポーネントキャリアであり、
　前記コンフィギュレーション情報には複数のアップリンクコンポーネントキャリアイン
デックスを含む時、前記ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するア
ップリンクコンポーネントキャリアは、コンフィギュレーション情報をベアリングするPD
SCHが所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンクコンポーネ
ントキャリア、或は複数のアップリンクコンポーネントキャリアインデックスの対応する
複数のアップリンクコンポーネントキャリアであり、つまり複数のアップリンクコンポー
ネントキャリアにおいて、非周期的にサウンディング参照信号を送信する。
【誤訳訂正３８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　（B）前記基地局は、ダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末の非周期的にサウ
ンディング参照信号を送信する指示情報をキャリアし、及び高層シグナリングによって、
ユーザー端末にN個の非周期的にサウンディング参照信号を送信するためのリソース又は
方式をコンフィギュレーションし、
　そのうち、Nは1～20中の整数である。
【誤訳訂正３９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　前記N個のリソース又は方式中の各々のリソース又は方式は、循環シフト情報、周波数
領域位置、ユーザーに専有する帯域幅、周波数コムの位置、SRS帯域幅コンフィギュレー
ション情報、SRS送信サブフレーム、周期コンフィギュレーション情報及びサウンディン
グ参照信号を送信するモード指示中の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正４０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がユーザーに専有するDCI Form
atフィールドにベアリングされ、或は非周期サウンディング参照信号情報をベアリングす
ることに専用されるDCI Formatフィールドにベアリングされる。
【誤訳訂正４１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　1つのサブフレーム中のユーザーに専有するDCI Format及び非周期サウンディング参照
信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatの中には同一ユーザー端末の非周期
的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングされる時、前記ユーザー端
末は前記ユーザーに専有するDCI Formatにベアリングされた非周期的にサウンディング参
照信号を送信する指示情報を解析する。
【誤訳訂正４２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　前記ユーザーに専有するDCI Formatはユーザーに専有するアップリンクスケジューリン
グに用いられるDCI Format及びユーザーに専有するダウンリンク割り当てに用いられるDC
I Formatを含み、
　1つのサブフレームにおけるユーザーに専有するアップリンクスケジューリングに用い
られるDCI Formatとユーザーに専有するダウンリンクの割り当てに用いられるDCI Format
の中には同一ユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベ
アリングされる時、前記ユーザー端末はその中の何れかのベアリングされた前記ユーザー
端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報を解析する。
【誤訳訂正４３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　1つのサブフレームにおけるユーザーに専有するDCI Format及び非周期サウンディング
参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatの中には同一ユーザー端末の非
周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングされる時、前記ユーザ
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ーに専有するDCI Format中にベアリングされた指示情報と非周期サウンディング参照信号
情報をベアリングすることに専用するDCI Format中にベアリングされた指示情報は同じ数
値をコンフィギュレーションする。
【誤訳訂正４４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　前記非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatは
共有するRNTIや専有するRNTIを用いて前記ダウンリンク制御情報フォーマットの巡回冗長
検査CRCをスクランブリングする。
【誤訳訂正４５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がユーザーに専有するDCI 
Formatフィールド中にベアリングされる時、このユーザーに専有するRNTIを用いてDCI Fo
rmatの巡回冗長検査CRCをスクランブリングし、
　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報が非周期サウンディング参
照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatフィールド中にベアリングされる
時、このDCI Formatには複数のユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信
する指示情報を含むと、ユーザーに共有するRNTIを用いてDCI Formatの巡回冗長検査CRC
をスクランブリングし、このDCI Formatには1つだけのユーザー端末の非周期的にサウン
ディング参照信号を送信する指示情報を含むと、ユーザーに共有するRNTI或専有するRNTI
を用いてDCI Formatの巡回冗長検査CRCをスクランブリングする。
【誤訳訂正４６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatを用い
、複数のユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報をベアリ
ングする時、前記複数の端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報の
配列順番や開始位置は高層シグナリングによって、コンフィギュレーションされ、且つ各
ユーザー端末に送り出される。
【誤訳訂正４７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
前記アップリンクコンポーネントキャリアは前記指示情報をベアリングするDCI formatが
スケジューリングするPDSCHが所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応する
アップリンクコンポーネントキャリア、或は前記指示情報をベアリングするDCI formatが
スケジューリングするPUSCHの所在するアップリンクコンポーネントキャリア、或は前記
指示情報をベアリングするダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンク
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コンポーネントキャリアである。
【誤訳訂正４８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
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【誤訳訂正４９】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーションに用いられる
基地局を提供し、ユーザー端末に非周期サウンディング参照信号を送信するように通知し
、及びユーザー端末に前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情
報を送り出し、
　対応するアップリンクコンポーネントキャリアにおいて前記ユーザー端末に非周期的に
参照信号をサウンディングさせるように設置される。
【誤訳訂正５０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　前記基地局は
　物理ダウンリンク共有チャンネル（PDSCH）によって、1つ又は複数のユーザー端末に非
周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を送り出すよう
にユーザー端末に前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を
送り出すように設置される。
【誤訳訂正５１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　前記基地局は、ダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末の非周期的にサウンディ
ング参照信号を送信する指示情報をキャリアし、及び高層シグナリングによって、ユーザ
ー端末に、N個の非周期的にサウンディング参照信号を送信するためのリソース又は方式
をコンフィギュレーションするように、ユーザー端末に前記サウンディング参照信号を送
信するコンフィギュレーション情報を送り出すように設置される。
【誤訳訂正５２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　前記基地局は、ダウンリンク制御情報を送り出す時、ユーザー端末が非周期的にサウン
ディング参照信号を送信するかどうか及び非周期的にサウンディング参照信号を送信する
モードを指示し、且つ高層シグナリングによって、非周期的にサウンディング参照信号を
送信することに必要な他のパラメーターをコンフィギュレーションし、且つ送り出すよう
にユーザー端末に前記サウンディング参照信号のコンフィギュレーション情報を送り出す
ように設置される。
【誤訳訂正５３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００８３】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーションに用いられる
ユーザー端末を提供し、
　基地局が送信した非周期的にサウンディング参照信号を送信する通知を受信し、
　基地局からユーザー端末に送り出す非周期サウンディング参照信号を送信するコンフィ
ギュレーション情報を受信し、及び対応するアップリンクコンポーネントキャリアにおい
て非周期的に参照信号をサウンディングするように設置される。
【誤訳訂正５４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
　本発明はサウンディング参照信号のシグナリングコンフィギュレーション方法を提供し
、基地局はユーザー端末に非周期的にサウンディング参照信号を送信するように通知し、
且つユーザー端末に、前記サウンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情
報を送り出す。
【誤訳訂正５５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　ステップ101：基地局はPDSCHによって、1つ又は複数のユーザー端末に非周期的にサウ
ンディング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を送り出し、
具体的には、PDSCHのスケジューリング情報はダウンリンク制御情報フォーマットformat 
1A又はformat 1Cにベアリングされ、且つSRS-RNTIを用いてダウンリンク制御情報フォー
マットformat 1A又はformat 1Cの巡回冗長検査CRCをスクランブリングする。前記SRS-RNT
Iは共有するRNTI又はユーザーに専有するRNTIである。
【誤訳訂正５６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８８】
　共有するRNTIを用いてCRCをスクランブリングする時、非周期的にサウンディング参照
信号を送信するコンフィギュレーション情報をキャリアするPDSCHのデーターブロックは1
つ又は複数のユーザー端末のデーターパッケージを含み、各々ユーザー端末のデーターパ
ッケージは少なくともこのユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する
コンフィギュレーション情報とこのユーザー端末に専有するRNTI情報を含み、この時、PD
SCHをベアリングしたformat 1A又はformat 1Cは共有探索空間において送信され、
　ユーザーに専有するRNTIを用いてCRCをスクランブリングする時、非周期的にサウンデ
ィング参照信号を送信するコンフィギュレーション情報をキャリアするPDSCHのデーター
ブロックはこのユーザーに専有するRNTIの対応するユーザー端末のデーターパッケージを
含み、このデーターパッケージは少なくともこのユーザー端末の非周期的にサウンディン
グ参照信号を送信するコンフィギュレーション情報を含む。この時、PDSCHをベアリング
したformat 1A又はformat 1Cは共有或専有探索空間において送信される。
【誤訳訂正５７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８９
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８９】
　PDSCHにキャリアする非周期的にサウンディング参照信号を送信するコンフィギュレー
ション情報は循環シフト情報、周波数領域位置、帯域幅、アップリンクコンポーネントキ
ャリアインデックス、周波数コムの位置、サウンディング参照信号を送信するモード指示
及び送信回数中の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正５８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９１】
　ステップ102：ユーザー端末は探索空間において、format 1A又はformat 1Cをブライン
ド検出し、且つベアリングしたスケジューリング情報によって、非周期的にSRSを送信す
る必要があるかどうかを判断し、必要があると、ステップ103を実行し、でないと、ステ
ップ104を実行し、
　具体的には、共有するRNTIを用いてCRCをスクランブリングする時、ユーザー端末は対
応する探索空間において、共有するRNTIを用いてスクランブリングするformat 1A又はfor
mat 1Cをブラインド検出し、format 1A又はformat 1Cを検出した後、ベアリングしたPDSC
Hスケジューリング情報によって、相応する位置でPDSCHを獲得し、PDSCHがベアリングし
た伝送ブロックにおいて、このユーザー端末に専有するRNTI情報を含むかどうかを探し、
このユーザーに設備専有するRNTIを含むと、非周期的にサウンディング参照信号を送信す
る必要があると判断する。
【誤訳訂正５９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
　コンフィギュレーション情報には1つのアップリンクコンポーネントキャリアインデッ
クスを含む時、ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するアップリン
クコンポーネントキャリアはこのアップリンクコンポーネントキャリアインデックスが対
応するアップリンクコンポーネントキャリアであり、コンフィギュレーション情報にはア
ップリンクコンポーネントキャリアインデックスを含まない時、ユーザー端末が非周期的
にサウンディング参照信号を送信するアップリンクコンポーネントキャリアはコンフィギ
ュレーション情報をベアリングしたPDSCHが所在するダウンリンクコンポーネントキャリ
アの対応するアップリンクコンポーネントキャリア、或は高層シグナリングや他のダウン
リンク制御情報フォーマットが指示するアップリンクコンポーネントキャリアであり、コ
ンフィギュレーション情報には複数のアップリンクコンポーネントキャリアインデックス
を含む時、ユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信号を送信するアップリンクコ
ンポーネントキャリアは、コンフィギュレーション情報をベアリングするPDSCHが所在す
るダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリンクコンポーネントキャリア
、或は複数のアップリンクコンポーネントキャリアインデックスの対応する複数のアップ
リンクコンポーネントキャリアであり、つまり、複数のアップリンクコンポーネントキャ
リアにおいて、非周期的にサウンディング参照信号を送信する。
【誤訳訂正６０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００９４】
　ステップ103：ユーザー端末は相応するコンフィギュレーション情報によって、非周期
的にSRSを送信し、
　ユーザー端末はコンフィギュレーション情報の指示によって、第一番目のタイムスロッ
トのDMRS及び/又は第二番目のタイムスロットのDMRSをプリコーティングしないモードを
用いてSRSを送信することを確定する時、ユーザー端末は相応するタイムスロットのDMRS
をプリコーティングしなく（この時、この符号位置ですでにSRS送信を行ったことに相当
する）、ユーザー端末はコンフィギュレーション情報の指示によって、第一番目のタイム
スロットのDMRSと第二番目のタイムスロットのDMRSにおいて同時にSRSを送信するモード
を用いるとを確定する時、ユーザー端末は送信するSRS及びアップリンク復調参照信号に
対して、直交カバーコード（Orthogonal Cover Code）を用い、符号分割多重を行い、こ
の直交カバーコードは[+1、+1]或[+1、-1]である。
【誤訳訂正６１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　ステップ201：基地局はダウンリンク制御情報によって、ユーザー端末の非周期的にサ
ウンディング参照信号を送信する指示情報をキャリアし、及び高層シグナリングによって
、ユーザー端末にN個の非周期的にサウンディング参照信号を送信するためのリソース又
は方式をコンフィギュレーションし、
　具体的には、各々の端末に対して、ユーザー端末は1つのアップリンクコンポーネント
キャリアを占用する時、ダウンリンク制御情報の中で、kビットで非周期的にサウンディ
ング参照信号を送信する指示情報を表し、この指示情報はこの端末が相応なアップリンク
コンポーネントキャリアで非周期的にサウンディング参照信号を送信す必要があるかどう
か、及びN個のリソース（或は方式）中のどちらを使用して送信するかを指示し、
　ユーザー端末が複数(例えばL個)のアップリンクコンポーネントキャリアを占用する時
、以下方式中の何れかを用い、各アップリンクコンポーネントキャリアにおいて非周期的
にSRSを送信するリソース(或は方式)を指示することができるが、それに限らない：
　（a）kビットで非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報を表し、各々の
アップリンクコンポーネントキャリアに対して、いずれもこのkビットの指示によって非
周期的にSRSを送信し、つまりその指示によって、非周期的にサウンディング参照信号を
送信する必要があるかどうか、及び前記N個のリソース（或は方式）中のどちらを使用し
て送信するかを指示する。（b）各々のアップリンクコンポーネントキャリアに対して、
異なる指示情報を用いてそれぞれ指示し、各々の指示情報はいずれもkビットシグナリン
グで表し、つまり、L個のkビットでこのユーザー端末が非周期的にサウンディング参照信
号を送信する指示情報を指示し、例えば、第一番目のkビットは本ユーザー端末が第一番
目のアップリンクコンポーネントキャリアにおいて非周期的にSRSを送信する必要がある
かどうか及びN個のリソース（或は方式）中のどちらを使用して送信するかを指示し、第
二番目のkビットは本ユーザー端末が第二番目のアップリンクコンポーネントキャリアに
おいて非周期的にSRSを送信する必要があるかどうか及びN個のリソース（或は方式）中の
どちらを使用して送信するかを指示し、そのように類推する。
【誤訳訂正６２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
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　前記非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報はユーザーに専有するDCI 
Formatフィールドにベアリングされ、或は非周期サウンディング参照信号情報をベアリン
グすることに専用するDCI Formatフィールド中にベアリングされる。
【誤訳訂正６３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報はユーザーに専有するDCI Form
atフィールド中にベアリングされる時、このユーザーに専有するRNTIを用いてDCI Format
のCRCをスクランブリングし、
　非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報は非周期サウンディング参照信
号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatフィールドにベアリングされる時、こ
のDCI Formatには複数のユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指
示情報を含むと、ユーザーに共有するRNTIを用いてDCI FormatのCRCをスクランブリング
し、このDCI Formatには1つだけのユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を
送信する指示情報を含むと、ユーザーに共有するRNTIや専有するRNTIを用いてDCI Format
の巡回冗長検査CRCをスクランブリングする。
【誤訳訂正６４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatを用い
、複数の端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報をベアリングする
時、この複数の端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報の配列順番
や開始位置は高層シグナリングによって、コンフィギュレーションされ、且つ送り出され
ることができる。
【誤訳訂正６５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　基地局は高層シグナリングを送り出し、非周期的にサウンディング参照信号を送信する
N個のリソース（或は方式）を指示し、各々のリソース（或は方式）は循環シフト情報、
周波数領域位置、ユーザーに専有する帯域幅、周波数コムの位置、SRS帯域幅コンフィギ
ュレーション情報、SRS送信サブフレームや周期コンフィギュレーション情報及びサウン
ディング参照信号を送信するモード指示等の一種又は多種を含む。
【誤訳訂正６６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０４】
　ステップ202：ユーザー端末は探索空間においてDCI Formatをブラインド検出し、且つ
ベアリングした非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報によって、非周期
的にSRSを送信する必要があるかどうかを判断し、必要があると、ステップ203を実行し、
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でないと、ステップ204を実行し、
　具体的には、ユーザーに専有するDCI Formatフィールドを用い、非周期的にサウンディ
ング参照信号を送信する指示情報をベアリングする時、ユーザー端末は対応な探索空間に
おいて、専有するRNTIを用いてスクランブリングするDCI Formatをブラインド検出し、且
つその中にベアリングされた指示情報判によって、非周期的にSRSを送信する必要がある
かどうか及びN個のリソース（或は方式）中のどちらを使用して送信するかを判断する。
【誤訳訂正６７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０５】
　非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatを用い
、非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報をベアリングする時、ユーザー
端末は対応する探索空間において、共有するRNTIを用いてスクランブリングするDCI Form
atをブラインド検出し、且つ高層シグナリングによって、DCI Format中の対応な位置の指
示情報を探し、且つこの指示情報によって、非周期的にSRSを送信する必要があるかどう
か及びN個のリソース（或は方式）中のどちらを使用して送信するかを判断する。
【誤訳訂正６８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
　ステップ203：ユーザー端末は指示情報が指示するリソース（或は方式）に従いって非
周期的にSRSを送信し、
　1つのサブフレーム中のユーザーに専有するDCI Format及び非周期サウンディング参照
信号情報をベアリングすることに専用するDCI Formatの中には同一ユーザー端末の非周期
的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングされる時、ユーザーに専有
するDCI Format中にベアリングされた指示情報と非周期サウンディング参照信号情報をベ
アリングすることに専用するDCI Format中にベアリングされた指示情報は同じ数値をコン
フィギュレーションし、ユーザー端末はユーザーに専有するDCI Format中にベアリングさ
れた非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報を解析し、ユーザーに専有す
るDCI Format中にベアリングされた非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情
報を正確に解析できないと、非周期サウンディング参照信号情報をベアリングすることに
専用するDCI Format中にベアリングされた非周期的にサウンディング参照信号を送信する
指示情報を解析する。
【誤訳訂正６９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０７】
　ユーザーに専有するDCI Formatはユーザーに専有するアップリンクスケジューリングに
用いられるDCI Format及びユーザーに専有するダウンリンク割り当てに用いられるDCI Fo
rmatを含み、
　1つのサブフレーム中のユーザーに専有するアップリンクスケジューリングに用いられ
るDCI Formatとユーザーに専有するダウンリンク割り当てに用いられるDCI Formatには同
一ユーザー端末の非周期的にサウンディング参照信号を送信する指示情報がベアリングさ
れる時、ユーザー端末はそのうちの任一の前記ユーザー端末をベアリングした非周期的に



(26) JP 2013-510475 A5 2013.12.19

サウンディング参照信号を送信する指示情報を解析する。
【誤訳訂正７０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１０】
　方式2：アップリンクコンポーネントキャリアは前記指示情報をベアリングしたDCI for
matがスケジューリングするPDSCHが所在するダウンリンクコンポーネントキャリアの対応
するアップリンクコンポーネントキャリア、或は前記指示情報をベアリングしたDCI form
atがスケジューリングするPUSCHが所在するアップリンクコンポーネントキャリア、或は
前記指示情報をベアリングしたダウンリンクコンポーネントキャリアの対応するアップリ
ンクコンポーネントキャリアである。
【誤訳訂正７１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１１】
　方式3：ダウンリンクコンポーネントキャリアが対応するアップリンクコンポーネント
キャリアはシステム情報ブロックによってコンフィギュレーションされ、例えばSIB 2、
或は高層シグナリングによってコンフィギュレーションされる。
【誤訳訂正７２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１５】
　ステップ301：基地局がダウンリンク制御情報を送り出す時、ユーザー端末が非周期的
にSRSを送信するかどうか及び非周期的にSRSを送信するモードを指示し、且つ高層シグナ
リングによって、非周期的にSRSを送信することに必要な他のパラメーターをコンフィギ
ュレーションし且つ送り出す。
【誤訳訂正７３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１９】
　基地局は高層シグナリングによって、循環シフト情報、周波数領域位置、アップリンク
コンポーネントキャリアインデックス、ユーザーに専有する帯域幅、周波数コムの位置、
SRS帯域幅コンフィギュレーション情報、SRS送信サブフレーム及び周期コンフィギュレー
ション情報等の一種又は多種を含む非周期的にSRSを送信する他のパラメーターをコンフ
ィギュレーションし且つ送り出す。
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